
 

 

 

 
 

 

８月２７日（火）、ＪＴＢの一行が吉崎を訪問、観光を通じて地域振興

を行っている現場を視察しました。 

橋本市長をはじめとする行政関係者、また吉崎語り部の会が、あわら市でも有数の観光地である吉崎

をご案内して、地域の資源を活かし、伝統や文化など「観光・交流」を軸とした「まちづくり」に向け

ての地域の取り組みを紹介しました。 

いつも見ている風景や景観といった自然、歴史や文化も地域にとっては普通でありながら外部からは

立派な魅力ある観光資源で、それを認識し自覚する

には地域住民だけでは容易ではなく外部の視点の導

入が有効です。 

自分の住んでいる所の素晴らしさを知る事と誇り

を持つことが、観光誘客に繋がります。 

東京から来た一行が、一番褒めたところはやっぱ

り自然の美しさでした。ふるさと「吉崎」の良さを、

知って頂けて良かったと思います。 

また今回のＪＴＢの視察で、吉崎の素晴らしい観

光資源を再発見することになりました。 
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ＪＴＢ吉崎視察 

9 月 29 日（日）；あわら市総合防災訓練 6：30 より 
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『地蔵盆』 
８月２４日（土）の「地蔵盆」は、春日区、

夏の最終最大行事として子どもからお年寄り

まで親しまれています。 

お地蔵様は子どもたちの守り神で、地蔵盆で

はお地蔵様に新しい前垂れを着せるなど飾り

つけ、提灯や燈籠を立てお供え物をして、子ど

もたちのすこやかな成長と家内安全をお地蔵

様にお願いして祀ります。 

昨日の雨も上がり、この日ばかりはお地蔵様

の前に沢山のお供え物が並び、大勢の子どもた

ちが集まりゲームをしたりお菓子を食べたり

して楽しくお地蔵様と一緒に過ごしました。 

こうして地蔵盆が終わると、子どもたちの夏休みも残り 1

週間ぐらいです。 

地蔵盆は、夏の終わりを告げる風物詩でもあります。 

これから、しのびよる少子化と時代と共に変わりつつある

習慣、地域社会の行事を守っていくためににも、この地蔵盆

を大切に受け継いでいってほしいものです。 

 

『親子で楽しい触れ合いを・・・』 
８月２５日（日） 

夏休み最後の日曜日、吉崎公民館駐車場にて吉

崎地区・浜坂区合同子ども会のバーベキュー大会

が児童・保護者約３6 名が参加して行われました。 

雨に降られながらも、お昼過ぎに準備に取り掛

かり、午後５時よりスタートです。 

ジュージューと炭火で焼いたバーベキューを

みんなで堪能したあと、子どもたちはゲームをし

て楽しみました。 

皆で食べるお肉の味は、子どもにも保護者にも

大満足でした。 

スイカ割りも、大盛り上がりでした。 

夜には涼風も吹き秋の気配を感じる中、親子、そうし

て子どもたちと楽しんだバーベキュー会は、子どもたち

の忘れがたい思い出になったと思います。 

計画から準備など大変だったことと思いますが、担当

してくださった保護者の皆さん、本当にお疲れ様でした。 
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『岩崎観音例祭』 次世代に届けていきたい！ 
岩崎観音例祭は、毎年８月１８日（日）行われる伝

統の祭りです。 

幕末慶応の頃から続くと言われ歴史ある祭りで、地元

では「岩崎の観音祭り」と親しまれています。 

御山の麓の岩室に安置されている８体の石仏の提灯に

灯が点され、祭りは午後６時３０分を過ぎた頃から始ま

ります。 

日中のうだるような暑さとはうって変わり、夜風の涼

しさが昼の暑さを忘れさせ頃、地域の人たちが三々五々、

日頃の感謝をこめて観音様にお参りをしていきます。 

昔は、水上安全、家内幸福を願い大勢の参拝者で賑わ

っていたそうです。 

参道では、町内の人たちが夕涼みがてら机を並べ、過

ぎゆく夏を惜しみお祭りを楽しんでいました。 

これだけ長い歴史を誇る祭りが、地域の人達に寄って守られ受け継がれてきたことを誇りに思います。 

これからも、この伝統をいつまでも残していきたいものです。 

楽しさいっぱい！『うららん２０１３・秋』 
温泉・グルメ・歴史散策・癒やしなど、さまざまな参加型プ

ログラムを通じ地域の魅力を全身で感じることができる「うらら

ん２０１３・秋」が、９月１４日（土）より始まります。 

１０月１４日（月）までの１ヶ月間、あわら・三国を中心に楽

しさがギュッと詰まった３２のプログラムで展開されます。 

景色や温泉だけでなく、知っているようで知らない地域の魅力

を、素敵な体験を通じてガイドさんがご案内します。 

ガイドさんの案内で街道を歩いてみる、地元で採れた素材を使

った食事を楽しむ、地元の人と交流しながら地域の豊かさを感じ

ていただくなど、「あわら・三国」は自然、歴史、文化、温泉そ

うして多くの人材で魅力に満ちています。 

今回も、楽しいバラエティに富んだ体験プログラムを紹介して

います。 

地域の皆さん、旅で訪れた皆さん、ぜひ「うららん２０１３」

に参加して地域の宝を一緒に体感してください。 

カラオケクラブ受講生募集（自主クラブ） 
演歌を正しく歌うために、楽しく練習し、得意な歌をつくりませんか！ 

気持ち良く唄ってストレス解消、初心者大歓迎★ 

吉崎地区外の人も大歓迎！ 

是非、お申込みを・・・・・（吉崎公民館まで） 

練習日：第 1・3 土曜日 19：00～22：00 月 2 回 
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吉崎地区戦没者慰霊祭 

８月１７日（土）、吉崎地区戦没者慰霊祭がご遺族や関係者、並びにあ

わら市遺族連合会会長・初馬憲駿氏のご出席のもと、吉崎公民館にて執り

行われました。 

僧侶の読経のなか、参列された方々は順番に焼香をして、戦渦に倒れ亡く

なら れた戦没者のご冥福を、お祈りし恒久平和を誓いました。 

高齢化が進み、戦争体験者や遺族、参列者が少なくなる中、戦争は悲惨なものであることを語り継い

でいかなくてはなりません。 

戦争でお亡くなりになった人を追悼し、平和の大切さを次世代へ引き継ぎをしていこうとするなら、

これからは若い人たちに参加を試みて、こうした式典の必要性についても示していく必要があります。 

来年は、是非小中学校の生徒の参列を期待したいものです。 

 

『神社の神様はきれい好き』 
「春日神社」秋の例大祭を迎えるに当たり、雨のため延び延

びにになっていた神社清掃活動が９月９日（月）行われました。 

早朝よりべブラ・竹箒などをもって集まり、社殿へ通じる石

段・参道、境内の落葉集めや草取り作業に汗を流しました。 

皆さん暑さにも負けずにご奉仕されたおかげで、落葉や枯枝

で一面びっしり埋め尽くされていた境内が見違えるように綺

麗に片付きました。 

参加してくださいました皆様、ありがとうございました。こ

れで気持ち良くお祭りをすることが出来ます。 
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The 時代 『吉崎の地名』吉崎の変遷を辿る  

特別資料編 （金津 ふる里の手帖から） 

 吉崎浦の名は、全国唯一つ（第３３３号より続き） 

この吉崎は文安２年（室町時代中期１４４５年）から経覚大僧正の隠居料所になったが、経覚

は興福寺の塔頭大乗院の門跡で、興福寺の荘園を支配する別当でした。 

経覚の母は法名を正林といい本願寺に生まれて蓮如の祖父の巧如と兄妹でしたから、蓮如は経

覚に何事も相談していました。 

また今も吉崎に新右エ門山という畑があるが、この畑は蓮如の同じ時代に、吉崎にいた楠葉

新右エ門元次（くすばしんえもんもとづぐ）の名田で、

しかも新右エ門は経覚僧正の側近でしたから、いつも

大乗院へ出入りしていました。 

蓮如は寛正６年１月、京都大谷の本願寺を比叡山の

衆徒に破却されたので、経覚にお願いして吉崎に御坊

を建てることとし、吉崎の土地の事情に通じていた楠

葉新右エ門に相談して御山の森林を伐採して切りなら

し御坊を建立することにしました。 

当時御山は「年来虎狼ノスミナレシ山中」であった

というが、蓮如が御坊を建立の最適地とみて決めた山

です。 

【 今 月 の こ と ば 】老少不定（ ろ う し ょ う ふ じ ょ う ）   
老少不定とは、仏教語で、意味は、人間の寿命がいつ尽きるか

は、老若にかかわりなく、老人が先に死に、若者が後から死ぬと

は限らないこと。つまり、人の生死は予測できないものだという

こととあります。 

蓮如上人の書かれた御文（御文章）で、大ヒット作となってい

る「白骨の御文」にも、この言葉を使っています。 

『それ人間の浮生（ふしょう）なる相をつらつら観ずるに、お

ほよそ儚きものは、この世の始中終（しちゅうじゅう）、幻のごと

くなる一期なり。されば、いまだ万歳（まんざい）の人身（にん

じん）を受けたりといふことを聞かず。一生過ぎやすし。今に至

りて、誰か百年の形体（ぎょうたい）を保つべきや。我や先、人

やさき、今日とも知らず、あすとも知らず、遅れ先立つ人はもと

のしずく、末の露よりも繁しと言へり。 

されば朝（あした）には紅顔ありて、夕（ゆふべ）には白骨と

なれる身なり。すでに無常の風、来たりぬれば、すなはち、二つの眼（まなこ）たちまちに閉ぢ、ひと

つの息、永く絶えぬれば、紅顔むなしく変じて桃李のよそほひを失いぬるときは、六親眷属あつまりて

嘆き悲しめども、更にその甲斐あるべからず。さてしもあるべきことならねばとて、野外に送りて夜半

の煙となしはてぬれば、ただ白骨のみぞ残れり。あはれといふも中々おろかなり。されば人間のはかな

きことは老少不定のさかひなれば、誰の人も早く後生の一大事を心にかけて、三宝を深くたのみまゐら

せて、仏道を行ずべきものなり。あなかしこ。あなかしこ。』（挿絵；小坊主つばめ） 
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吉崎御坊本願寺眞無量院御堂番 

  杉 本 智 海 

 吉崎御坊本願寺眞無量院御堂番の杉本智海で

す。僅かばかりの時間でしたが、浄土真宗八代目・

蓮如上人ゆかりの地、吉崎で温かい地元の方に囲

まれながら法務に勤しめたことは大変有り難い体

験となりました。 

滋賀、京都の海なし県で過ごしてきた私にとって、塩屋海岸の水平線に沈む太陽を眺めること

が日々の楽しみであり、何度眺めても感動しました。太陽は何も言わず、静かに私を照らしてく

れました。太陽のように声なき声を聞くことが仏法を聞く上で非常に大切な事です。 

「仏法はきくことにきはまれり」という蓮如さまのお言葉があります。浄土真宗の布教はとに

かく聴聞（仏法を聞く事）に尽きます。聴聞は法話、説教を聞く時に用いられるようになりまし

た。 

聴聞、聴く、聞くと二重に聞くと書きますが、何を聞くのでしょうか。また日常の上で、私た

ちは心から聞くことがあるでしょうか。 

私の愚痴を聞いてほしい。私の自慢を聞いてほしい。私の知識を褒めてほしい。私私私ばかり

です。人の話を聞く時はどうでしょうか。その場合の大体は、聞いておいた方が得だったり、聞

かなければ仕方ない、といったことが多いのではないでしょうか。 

ほとんどの人間は、幸せな人生を送るための話しを聞くことを願っています。 

お聴聞とは、こうした話を聞くのではなく、仏さまの声なき声を聞くということです。 

聴聞は感覚器官としての耳と、そして心で聞くということです。病人でも、貧しくても、地位

や名誉がなくても、人間は豊かな生活ができるということを教えていただくことです。 

また、健康で裕福で地位も名誉もあり、人格者と世間に言われる人にとっても、です。 

幸せとは何か、何が喜びか、救われるとはどういうことか。難しい話しではありません。これ

まで法事や通夜でしか法話を聞く機会がなかった方は是非お寺で聴聞してください。 

嬉しく楽しく厳かな、聴聞の時間がきっとあなたを待っています。 

 

 

『折れ落ちた枝』 
９月４日（水）、午後３時ごろの暴風雨で、吉崎幼

稚園園庭の樹木の大きな枝が折れ落ちて道路を塞ぎ

ました。けが人など、大きな被害はなかったことが

幸いです。 

また、道路上には風で折れた木の枝やちぎれた葉

が散乱し、そこかしこに強風の傷跡が残されていま

した。突然の突風や雷雨には、充分ご注意を！  
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【吉崎再発見】4２  ～蓮如上人銅像物語①～  

吉崎の御山の上には、御坊跡があり蓮如上人の銅像が建っていて国の指定史跡

になっています。 

この御山はちょうど仏教界の須弥山のようで大変景色が良く、いつ行ってもき

れいに掃除がなされています。 

この御山の上に７ｍの高座を設け、その上に高さ４，８５ｍの銅像を安置し、

高座の正面には東本願寺第２３代の法主・勾仏上人の「慧燈高照」の文言が掲げ

てあります。 

これは、「智慧の燈を高く照して大衆を済度された」蓮如上人の御徳をたたえた

ものであります。この銅像は元丸岡町の酒井正造氏ら数十名の発願によって昭和９年１０月２日に

完成し除幕式が行われたもので帝室技芸員・高村光雲の４大作の１つといわれています。 

■高村光雲の 4 大作：吉崎御山の蓮如上人像・上野公園の大西郷像（西郷隆盛）・皇居外苑の大

楠公像（楠木正成）・福岡市東公園の亀山上皇像 

 

 

 

 

こんにちは、吉崎駐在所の宮越です。 

平素は、警察行政各般にわたり多大なご理解・ご協力を賜り感謝申し上げます。 

1. 無許可で漁をすることは業業法違法となりますのでご注意ください！ 

皆様もご存じのとおり、あわら市の海は、普段から北潟漁協組合が水産資源の

確保に努力している場所に指定されています。 

特にバリ等の用具を使用して、漁協の許可なしに牡蠣やサザエなどの資源を勝

手に採る行為は違法となり、そういった事案については、警察や海上保安庁も漁

業協同組合と連携の上、場合によっては検挙で臨むこともあります。 

どうぞご注意をお願いします。また、そのような輩（やから）を発見された場

合は、駐在所の宮越またはあわら警察署まで速報をお願い致します。 

連絡先 あわら警察署 ７３－０１１０ 

2. ８月に入り、あわら市内の犯罪が急激に増加！ 注意が必要です！ 

８月に入り、あわら市内では犯罪が急激に増加しており、警察としては警戒レベルを高めてい

ます。幸い、吉崎・浜坂地区では、犯罪の発生が報告されていませんが、そのほかの地域では、

犯罪が多数発生している状況が報告されていますので、お出かけの際には特にご注意をお願いし

ます。 

以下に、最近の犯罪発生状況について列挙します。 

 自転車盗 ５件（芦原温泉駅駐輪場２件、一般住宅３件）いずれも無施錠 

 車上狙い ２件（湯のまち駅１件、波松海水浴場１件）いずれも無施錠 

 耕運機盗 １件（清王）畑に置いていたところを窃取 

 ナンバ－プレ－ト盗 1 件（下金屋）前後 2 枚     などです。 

「鍵をする」という習慣で自転車盗や車上狙いはある程度防げます。 

必ず鍵かけをお願いします。 

-その 1５-
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【よこのヒント】 

① ；吉崎春日神社の御神体、鏡と○○像。○○は、芦原温泉にも

３つあり、病気平癒などを祈願しての造像といえ、お湯の効能

を現していますね。 

② ；吉崎蓮如忌になると、各お土産屋さんで売り出す酒○○は人

気です。特に加戸湖月堂さんの鬼面○○は、吉崎地区以外の人

からも親しまれています。 

③ ；お日様の事。 

④ ；世界に名だたる音楽家の絶対○○は、ある音を単独に聞いた

ときに、その音の高さ（音高）について音楽で決められた名前

（音名）を、他の音と比較せずに即座に言い当てることができ

る感覚が優れています。 

⑤ ；天皇の祈願による、東大寺、大安寺、薬師寺などは、鎮護国

家のために建立されたお寺です。 

⑧ ；まわり道をする事。遠まわりしていく事。 

⑪ ；吉崎のはずれにある経塚に立てられた石碑には、○○一石墳

と書かれています。 

⑫ ；中世に主として海岸に設けた商業用の倉庫。 

【たてのヒント】 

① ；日本神話で、頭尾が八つに分か

れているという大蛇のこと。 

⑥ ；勲章と位階の事。 

⑦ ；市場において、その時その時に

需要と供給との関係によって成

立する価格。 

⑨ ；会に加わって会員になる事。 

⑩ ；陰性の反対は、○○性。 

⑪ ；しるし。ハンコを押す場所に書

かれている言葉。 

⑬ ；オリンピック誘致成功。猪瀬直

樹東京○○は、満面の笑みでした

ね。 

⑭ ；岩崎観音にある如意輪観音は、

滋賀県の○○寺をモデルにした

ものです。 

【ふるさとクロスワード】 

＊答えの解った方は、公民館まで連絡して下さ

い。正解者には、年度末に素敵な賞品が当たる

抽選券を差し上げます。 

（〆切は平成２５年１０月１0 日） 

先月号の回答は「キヨウテイ」で、Ａの「福井」

でした。 

 

パズルの中の A からＥの５文字を並び替え

て組み合わせ、ある言葉にして下さい。その

言葉と一番関連があるのは、下の３つのうち、

どれでしょうか？ 

 ( Ａ；朝顔、Ｂ；イチョウ、Ｃ；石塀 ) 

９月１４日（土）～１０月１４日（祝）うららん秋２０１３ 

９月２２日（日）午前９時～ 吉崎小学校校下合同運動会 

２３日（祝）（雨天予備日） 

９月２５日（水）午後１時～ 介護予防教室（すこやかクラブ） 

９月２９日（日）午前６時３０分～ あわら市防災訓練 

１０月６日（日）午前９時から あわら市民体育祭 

１０月１２日（土）～１３日（日）クラフトマーケット 

（金津創作の森） 

１０月１９日（土）森のア－トツア－ ※日帰りバスツワ－ 

蜷
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金津創作の森 


